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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期
第３四半期
累計期間

第62期
第３四半期
累計期間

第61期
第３四半期
会計期間

第62期
第３四半期
会計期間

第61期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 16,221,43010,041,8023,941,2783,744,11518,120,914

経常利益（千円） 343,660 447,881 58,814 177,589131,917

四半期（当期）純利益（千円） 205,732 299,763 33,794 124,189 66,216

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －  － －

資本金（千円） － － 687,749 687,749687,749

発行済株式総数（株） － － 1,704,2671,704,2671,704,267

純資産額（千円） － － 3,060,5203,205,1162,920,783

総資産額（千円） － － 10,479,8569,779,5707,687,888

１株当たり純資産額（円） － － 1,795.911,880.761,713.91

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
120.72 175.90 19.83 72.87 38.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 31.0 10.00 － － 31.00

自己資本比率（％） － － 29.2 32.7 38.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,406,6901,063,558 － － 1,409,181

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△214,350△437,963 － － △239,479

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△667,793△57,361 － － △924,600

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 808,8421,097,631529,397

従業員数（人） － － 212 211 213

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 211 （43）

　（注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
　前年同四半期比（％）

　

電子機能材事業（千円） 1,378,135 128.8

電気機能線材事業（千円） 2,264,810 86.0

合計（千円） 3,642,946 98.4

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期会計期間の受注状況を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
受注高
（千円）

前年同四半期比　
（％）　

受注残高
（千円）

前年同四半期比　
　（％）

電子機能材事業 1,398,524 129.9 245,458 103.7

電気機能線材事業 2,416,915 103.5 635,933 222.7

合計 3,815,440 111.9 881,392 168.8

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別
当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比（％）　

　

電子機能材事業（千円） 1,378,135 128.8

電気機能線材事業（千円） 2,365,980 82.4

合計（千円） 3,744,115 95.0

　（注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。  

　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

  当第３四半期会計期間におきましては、世界的な景気低迷が続く中、各国政府の経済対策やアジアを中心とした海

外経済の持ち直しにより、日本経済にも徐々に回復の兆しが見られ始めました。一方で、設備投資の削減、雇用環境の

悪化や個人消費の低迷などで内需の回復は遅れており、景気の先行き不透明感を払拭するまでには至っておりませ

ん。このような経済情勢に加え、円高により物作りの海外シフトが加速しておりますが、当社は国内での物作りにこだ

わり、収益力の向上に取り組んでまいりました。

　電子機能材事業では、生産の回復期に納期やコスト対応など顧客ニーズにいち早く応えることで受注を獲得し、あわ

せて社内の生産性向上で利益確保を図っております。

　また、電気機能線材事業では既存の業界にとらわれず、よりニッチな分野への製品開発に注力し、さらに受注の掘り

起こしとコストの削減に努めております。

　この結果、当第３四半期会計期間の業績は売上高3,744,115千円（前年同期比5.0％減）、営業利益164,380千円（前

年同期比133.1％増）、経常利益177,589千円（前年同期比202.0％増）、四半期純利益124,189千円（前年同期比

267.5％増）となりました。

 

(2）財政状態の変動状況

　総資産は9,779,570千円となり、前期末に比べ2,091,681千円増加しました。これは、前第４四半期に比して主に銅

相場の上昇及び受注回復に伴う売上の増加による受取手形及び売掛金の増加1,404,170千円によるものです。負債

合計は6,574,453千円となり、前期末に比べ1,807,348千円増加しました。これは、主に売上の増加に伴う買掛金の増

加1,774,113千円によるものです。

  株主資本は3,206,095千円となり、前期末に比べ282,722千円増加しました。これは、当第３四半期の純利益（累

計）を反映したものです。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、第２四半期会計期間末から478,785千円増加し、

1,097,631千円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、626,586千円の収入(前年同四半期637,393千円の収入)となりました。これ

は、主に税引前四半期純利益176,570千円及び減価償却費139,382千円によるものの他に、当第３四半期末が金融機

関の休日のため、支払決済が１月にずれたことによる673,457千円の支払減少による増加が含まれます。なお、当第

３四半期累計期間では、営業活動による増加もあり、1,063,558千円の収入となっております。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動に使用された支出は99,690千円(前年同四半期41,538千円の支出)となりました。これは有形固定資産の

取得による支出100,602千円によるものです。なお、第２四半期累計期間の338,272千円との合算で、当第３四半期累

計期間では437,963千円を投資活動として支出しております。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは当第３四半期において長期借入金の返済をしたため48,109千円の支出(前

年同四半期175,245千円の支出）となりました。なお、当第３四半期累計期間では、第１四半期に設備資金として長

期借入金240,000千円を調達したため57,361千円の支出となっております。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配するものの在り方に関しては重要な事項と認識しており、継続的に

検討をしております。しかしながら、親会社の議決権の所有割合が50％を超えている現状に鑑みて、現時点での買収

防衛策の導入はしておりません。

(5）研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動の金額は、104,965千円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見直し

　当第３四半期会計期間において、当社の経営戦略に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変更

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 5,345,068

計 5,345,068

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月９日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 1,704,267 1,704,267
大阪証券取引所

（ヘラクレス）
単元株式数100株

計 1,704,267 1,704,267 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 1,704,267 － 687,749 － 826,871

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　     100　　　 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,703,400 17,034 同上

単元未満株式 普通株式　 　  767　 － －

発行済株式総数 1,704,267 － －

総株主の議決権 － 17,034 －

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＦＣＭ株式会社
大阪市東成区神路三丁目

８番36号
100 － 100 0.01

計 － 100 － 100 0.01
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 974 1,045 1,400 1,698 1,710 2,245 1,890 1,810 1,897

最低（円） 850 950 1,200 1,200 1,573 1,610 1,700 1,580 1,710

　（注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から

平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期

財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,097,631 529,397

受取手形及び売掛金 ※1
 3,861,047 2,456,876

仕掛品 229,415 126,567

原材料及び貯蔵品 233,915 235,949

繰延税金資産 34,050 7,961

その他 48,896 113,326

貸倒引当金 △1,669 △1,062

流動資産合計 5,503,287 3,469,017

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※2
 904,604

※2
 963,720

機械及び装置（純額） ※2
 1,171,499

※2
 1,079,186

土地 1,678,923 1,678,923

建設仮勘定 90,933 32,609

その他（純額） ※2
 197,706

※2
 212,881

有形固定資産合計 4,043,667 3,967,321

無形固定資産 46,036 54,738

投資その他の資産

投資有価証券 21,109 17,523

繰延税金資産 150,453 163,189

その他 21,254 24,659

貸倒引当金 △6,238 △8,561

投資その他の資産合計 186,578 196,810

固定資産合計 4,276,282 4,218,870

資産合計 9,779,570 7,687,888
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,714,087 939,974

1年内返済予定の長期借入金 798,000 800,000

1年内償還予定の社債 150,000 150,000

未払法人税等 148,642 －

その他 228,747 284,418

流動負債合計 4,039,477 2,174,392

固定負債

社債 175,000 250,000

長期借入金 1,978,000 1,925,000

長期未払金 28,406 32,464

退職給付引当金 222,504 201,848

役員退職慰労引当金 83,643 123,783

その他 47,422 59,616

固定負債合計 2,534,976 2,592,712

負債合計 6,574,453 4,767,104

純資産の部

株主資本

資本金 687,749 687,749

資本剰余金 826,871 826,871

利益剰余金 1,691,844 1,409,121

自己株式 △369 △369

株主資本合計 3,206,095 2,923,372

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △978 △2,589

評価・換算差額等合計 △978 △2,589

純資産合計 3,205,116 2,920,783

負債純資産合計 9,779,570 7,687,888
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 16,221,430 10,041,802

売上原価 14,924,082 8,707,014

売上総利益 1,297,348 1,334,787

販売費及び一般管理費 ※
 919,725

※
 939,470

営業利益 377,622 395,316

営業外収益

受取利息 39 496

受取配当金 999 733

助成金収入 － 72,738

スクラップ売却益 2,676 1,953

その他 1,496 4,631

営業外収益合計 5,212 80,554

営業外費用

支払利息 37,181 26,841

その他 1,992 1,147

営業外費用合計 39,174 27,989

経常利益 343,660 447,881

特別利益

固定資産売却益 － 356

貸倒引当金戻入額 － 411

特別利益合計 － 767

特別損失

固定資産売却損 － 1,515

固定資産除却損 1,205 271

投資有価証券評価損 6,287 －

特別損失合計 7,492 1,786

税引前四半期純利益 336,168 446,862

法人税、住民税及び事業税 115,556 161,525

法人税等調整額 14,879 △14,427

法人税等合計 130,436 147,098

四半期純利益 205,732 299,763
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,941,278 3,744,115

売上原価 3,572,877 3,255,907

売上総利益 368,401 488,208

販売費及び一般管理費 ※
 297,877

※
 323,828

営業利益 70,524 164,380

営業外収益

受取利息 10 191

受取配当金 233 216

助成金収入 － 20,478

スクラップ売却益 21 388

その他 521 540

営業外収益合計 787 21,815

営業外費用

支払利息 11,954 8,425

その他 542 180

営業外費用合計 12,497 8,606

経常利益 58,814 177,589

特別利益

固定資産売却益 － 356

貸倒引当金戻入額 － 411

特別利益合計 － 767

特別損失

固定資産売却損 － 1,515

固定資産除却損 35 271

投資有価証券評価損 6,287 －

特別損失合計 6,322 1,786

税引前四半期純利益 52,491 176,570

法人税、住民税及び事業税 13,460 54,379

法人税等調整額 5,236 △1,999

法人税等合計 18,697 52,380

四半期純利益 33,794 124,189
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 336,168 446,862

減価償却費 349,935 371,790

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,770 △40,139

退職給付引当金の増減額（△は減少） 13,417 20,656

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △1,715

受取利息及び受取配当金 △1,039 △1,230

投資有価証券評価損益（△は益） 6,287 －

支払利息 37,181 26,841

有形固定資産売却損益（△は益） － 1,159

固定資産除却損 1,205 271

売上債権の増減額（△は増加） 1,779,018 △1,404,170

たな卸資産の増減額（△は増加） 264,840 △100,813

仕入債務の増減額（△は減少） △980,825 1,774,113

その他 △23,769 △53,566

小計 1,774,649 1,040,057

利息及び配当金の受取額 1,039 1,160

利息の支払額 △28,762 △22,523

法人税等の支払額 △340,237 △19,233

法人税等の還付額 － 64,098

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,406,690 1,063,558

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △925 △901

有形固定資産の取得による支出 △213,817 △438,070

有形固定資産の売却による収入 － 743

無形固定資産の取得による支出 △400 －

その他 792 264

投資活動によるキャッシュ・フロー △214,350 △437,963

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △310,000 －

長期借入れによる収入 － 240,000

長期借入金の返済による支出 △147,497 △189,000

長期未払金の返済による支出 △4,058 △4,058

社債の償還による支出 △75,000 △75,000

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △12,194

自己株式の取得による支出 △98 －

配当金の支払額 △131,139 △17,109

財務活動によるキャッシュ・フロー △667,793 △57,361

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 524,545 568,233

現金及び現金同等物の期首残高 284,296 529,397

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 808,842

※
 1,097,631
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　    該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

　    該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日

をもって決済処理しております。なお、当第３四半期

会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の

期末日満期手形が当第３四半期会計期間末残高に含

まれております。

　　　　　――――――――――――――――

受取手形 63,034　千円 　

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、4,028,773千円で

あります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は、3,697,549千円で

あります。

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与 242,464千円

研究開発費 168,381千円

運賃 144,422千円

役員報酬 93,213千円

退職給付費用 18,480千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,252千円

従業員給与 236,485千円

研究開発費 267,666千円

運賃 123,061千円

役員報酬 79,468千円

退職給付費用 19,739千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,332千円

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与 81,830千円

研究開発費 56,122千円

運賃 49,808千円

役員報酬 29,676千円

退職給付費用 5,699千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,177千円

従業員給与 78,203千円

研究開発費 104,965千円

運賃 43,280千円

役員報酬 21,096千円

退職給付費用 6,651千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,577千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

　現金及び預金勘定 808,842千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物 808,842千円

　

　現金及び預金勘定 1,097,631千円

　預入期間が３ヶ月を超える定期預金 －

　現金及び現金同等物 1,097,631千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　1,704,267株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　108株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

  配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成21年10月27日

取締役会
普通株式 17,041 10.00 平成21年９月30日平成21年12月１日利益剰余金　

　

（有価証券関係）

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,880.76円 １株当たり純資産額 1,713.91円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 120.72円 １株当たり四半期純利益金額 175.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 205,732 299,763

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 205,732 299,763

期中平均株式数（株） 1,704,161 1,704,159

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 19.83円 １株当たり四半期純利益金額 72.87円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 33,794 124,189

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 33,794 124,189

期中平均株式数（株） 1,704,159 1,704,159

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

該当事項はありません。

２【その他】

　平成21年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………17,041千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年12月１日

　（注）　平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月３日

ＦＣＭ株式会社

取締役会　御中    

 監査法人 トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　雅芳　　㊞

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　㊞

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　睦裕　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦＣＭ株式会社

の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの第６１期事業年度の第３四半期会計期間（平成２０年１０月１日

から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＣＭ株式会社の平成２０年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月５日

ＦＣＭ株式会社

取締役会　御中    

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松尾　雅芳　　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤川　賢　　　㊞

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　睦裕　　㊞

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦＣＭ株式会社

の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの第６２期事業年度の第３四半期会計期間（平成２１年１０月１日

から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日まで）に

係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＣＭ株式会社の平成２１年１２月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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